
産
別
統
一
要
求
３
項
目
、単
組
独
自
要
求
２
項
目

組
合
は
、10
月
28
日（
木
）、21
秋
闘
の

要
求
書
を
会
社
側
に
提
出
。そ
の
後
、第

１
回
労
使
交
渉
を
お
こ
な
い
、要
求
根
拠

を
具
体
的
に
説
明
す
る
と
と
も
に
、労
働

環
境
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
の
必

要
性
を
強
く
訴
え
た
。こ
れ
に
対
し
て
会

社
は
、「
要
求
主
旨
は
理
解
し
た
。今
後

真
摯
に
議
論
を
行
っ
て
い
く
」と
述
べ
た
。

な
お
、総
連
指
令
に
基
づ
き
、10
月
25

日（
月
）か
ら
27
日（
水
）に
か
け
て
、21

秋
闘
ス
ト
ラ
イ
キ
権
確
立
投
票
を
実
施

し
、91
·9
％
と
い
う
高
率
の
ス
ト
権
を

確
立
し
た
。組
合
員
の
強
固
な
団
結
力

の
証
で
あ
る
高
率
の
ス
ト
権
を
背
景
に
、

11
月
22
日（
月
）に
回
答
を
引
き
出
す
べ

く
、最
後
ま
で
粘
り
強
く
た
た
か
い
を
進

め
て
い
く
。

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

【
産
別
統一要
求
】

１
．感
染
症
等
発
生
時
に
お
け
る

特
別
休
暇
制
度
の
確
立
と
拡
充

２
．非
正
規
雇
用
労
働
者
の

正
規
雇
用
化

３
．70
歳
ま
で
の
就
業
確
保
に
お
け
る

協
議
機
関
の
設
置

【
単
組
独
自
要
求
】

１
．会
社
指
定
休
暇
未
導
入
職
場
に
総

労
働
時
間
短
縮
な
ど
実
効
性
の
あ

る
施
策
を
行
う
こ
と

２
．出
産・子
育
て
に
関
す
る
諸
制
度
の

拡
充
を
は
か
る
こ
と

 

※
要
求
の
考
え
方
な
ど
に

つ
い
て
は
、「
西
鉄
労
組

2
0
2
1
年
秋
季
年
末

闘
争
方
針
」を
参
照

10
月
21
日
、組
合
本
部
で
、第
１
回
中

央
委
員
会
を
開
催
し
、中
央
委
員
・
特
別

中
央
委
員
ほ
か
、
約
60
名
が
出
席
。

2
0
2
1
年
秋
季
年
末
闘
争
方
針
を
決

定
す
る
な
ど
、す
べ
て
の
議
案
を
原
案
ど

お
り
満
場
一
致
で
決
定
し
た
。

冒
頭
の
挨
拶
で
古
賀
執
行
委
員
長

は
、衆
議
院
議
員
選
挙
が
公
示
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
て
、「
推
薦
候
補
者
の
ポ
ス

タ
ー
貼
り
や
集
会
へ
の
参
加
な
ど
、組
合

の
政
治
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。多
く
の
組

合
員
が
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
参
加
し

て
い
る
こ
と
を
、関
東
や
関
西
の
分
会
を

含
む
全
分
会
で
共
有
し
て
い
た
だ
き
た

い
」と
、謝
意
を
示
し
た
。21
秋
闘
方
針

の
審
議
で
は
、子
育
て
と
仕
事
の
両
立
に

関
す
る
要
望
が
出
さ
れ
た
。

※
決
議
内
容
の
詳
細
は「
か
べ
新
聞
第
１

号
」参
照（
分
会
掲
示
板
、イ
ン
ト
ラ

ネ
ッ
ト
の
西
鉄
労
組
掲
示
板
に
掲
載
）

１面

１面

１面

２面

２面

２面

第
１
回
中
央
委
員
会
■
開
催
日
：
10
月
21
日（
木
）

■
場

　所
：
組
合
本
部

10
月
14
・
15
日
、私
鉄
総
連
青
年
女
性

協
議
会「
第
53
回
定
期
総
会
」が
静
岡
県

で
開
催
さ
れ
、西
鉄
労
組
か
ら
は
、黒
木

女
性
部
長（
愛
宕
浜
）が
出
席
し
た
。今

回
は
、委
任
出
席
を
認
め
出
席
者
数
を

制
限
す
る
な
ど
、感
染
症
対
策
を
徹
底

し
た
う
え
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

総
会
で
は
、「
で
き
な
い
現
状
嘆
く
よ

り
　
さ
あ
踏
み
出
そ
う
　
青
女
魂
で
突

き
進
め
若
い
力
」と
い
う
力
強
い
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
、昨
年
も
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
思
う
よ
う
な
活
動
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
へ
の
反
省
を
踏
ま
え
、青
女
協
活

動
を
停
滞
さ
せ
な
い
よ
う
な
活
動
方
針

を
決
定
し
た
。

【
青
年
女
性
協
議
会
】

　第49回衆議院議員選挙に関する組合の政治活動に対して、献身的に取り組み、ご奮
闘いただいた全ての組合員の皆様に心から敬意を表します。
　新型コロナウイルスが確認されて以降、初めての国政選挙となった今回の選挙では、
私鉄総連重点候補「吉川はじめ」氏（比例復活）をはじめ、重点候補５名が当選を果た
すことができました。また、西鉄労組推薦候補者は、福岡５区・10区（小選挙区）・２区（比
例復活）で当選となりました。一方で、私鉄総連準組織内「辻元清美」候補が惜敗するなど、
その他の候補者に関しては厳しい結果となりました。
　今回の選挙戦では、公示前から自動車部門の分会委員を中心に、ボランティアによる
政治活動に取り組んでいただき、最後まで一丸となってたたかい抜いてまいりました。し
かしながら、私鉄総連準組織内「辻元清美」候補をはじめ、他の推薦候補者を当選に導
けなかったことは、西鉄労組としても真摯に受け止め総括しなければならないと考えてい
ます。私たちの描く政策・制度要求を実現するためには、
今後も推薦候補者全員の「絶対当選」という覚悟をもっ
て、日頃から政治活動を推進していく必要があります。
今後も組合の政治活動に対する、組合員の皆様のより
一層のご理解とご協力をお願い申し上げます。

【政治部】

◆ ９日（火）…事務局会議
◆ 10日（水）…医療共済幹事会
◆ 24日（水）…執行委員会・

医療共済幹事会
◆ 30日（火）…中央委員会

※急遽変更となる
場合があります。

西鉄労組ホームページ （http://nnr-u.org）▶
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【私鉄総連準組織内候補】
選挙区 候補者 結果 得票数 惜敗率
大阪10区 辻元　清美 落選   66,943 票 82.71％

【私鉄総連重点推薦候補】
選挙区 候補者 結果 得票数 惜敗率
大分 2 区 吉川　　元  当選（比例復活）   78,779 票 99.17％
北海道 1 区 道下　大樹  当選（小選挙区） 118,286 票 ―
栃木 2 区 福田　昭夫  当選（小選挙区）   73,593 票 ―
埼玉 5 区 枝野　幸男  当選（小選挙区） 113,615 票 ―
東京22区 山花　郁夫 落選 112,393 票 85.56％
愛知 3 区 近藤　昭一  当選（小選挙区） 121,400 票 ―
島根 1 区 亀井亜紀子 落選   66,847 票 73.75％
高知 1 区 武内　則男 落選   50,033 票 47.72％

【西鉄労組推薦候補】
選挙区 候補者 結果 得票数 惜敗率
福岡 1 区 坪田　　晋 落選   53,755 票 54.06％
福岡 2 区 稲富　修二  当選（比例復活） 101,258 票 92.57％
福岡 3 区 山内　康一 落選   98,304 票 72.80％
福岡 4 区 森本慎太郎 落選   49,935 票 52.00％
福岡 5 区 堤　かなめ  当選（小選挙区） 125,315 票 ―
福岡 6 区 田辺　　徹 落選   38,578 票 30.77％
福岡 7 区 青木　剛志 落選   55,820 票 60.52％
福岡10区 城井　　崇  当選（小選挙区）   85,361 票 ―



私
鉄
総
連
は
、10
月
28
日
、大

手
組
合
教
宣
・
文
化
担
当
者
研

究
集
会
を
、西
鉄
イ
ン
福
岡
で
開

催
し
、大
手
組
合
の
教
宣
・
文
化

担
当
者
な
ど
、約
30
名
が
出
席
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
教
宣
・
文
化

活
動
の
課
題
に
つ
い
て
、大
手
組

合
間
で
情
報
共
有
を
お
こ
な
っ

た
。冒

頭
、私
鉄
総
連
の
小
松
組

織
教
宣
局
長
か
ら
挨
拶
を
受
け

た
後
、西
鉄
労
組
の
諸
行
事
で
カ

大
手
組
合
間
で
教
宣
・
文
化
活
動
の
課
題
を
共
有

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
分
会

で
は
、組
合
員
が
安
全
に
、安
心
し

て
業
務
す
る
た
め
の
感
染
防
止

対
策
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。駅
の

窓
口
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、事
務

所
や
食
堂
、宿
泊
室
す
べ
て
に
お

い
て
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
液
、ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
を

設
置
す
る
な
ど
し
て
、業
務
中
に

関
し
て
も
、窓
口
、券
売
機
を
適

宜
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
し
て
い
ま

す
。10
月
29
日
に
分
会
大
会
が
書

面
開
催
さ
れ
ま
す
。次
年
度
は
賑

や
か
な
開
催
が
で
き
る
よ
う
、こ

れ
か
ら
も
対
策
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

【
教
宣
部
長
　藤
田 

五
十
美
】

筑
紫
乗
務
分
会
で
は
、10
月
31

日
に
投
開
票
さ
れ
る
衆
議
院
議

員
選
挙
に
向
け
て
、西
鉄
労
組
の

推
薦
す
る「
立
憲
民
主
党
」と「
小

選
挙
区
推
薦
候
補
者
」を
ま
と
め

た
組
合
掲
示
板
を
作
成
し
ま
し

た
。分
か
り
や
す
く
推
薦
候
補
者

を
ま
と
め
る
こ
と
で
、誰
を
・
ど
の

政
党
を
西
鉄
労
組
が
推
薦
し
て

い
る
の
か
全
組
合
員
に
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
、ま
た
、期
日
前
投

票
の
お
願
い
と
投
票
済
証
を
提

出
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、組
合
員

全
員
に
投
票
し
て
も
ら
い
投
票

棄
権
防
止
の
活
動
を
し
て
い
ま

す
。今
後
も
政
治
活
動
の
取
り
組

み
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
教
宣
部
長
　瀬
戸 

学
】

電
車
技
術
分
会
で
は
、6
月
よ

り
新
た
に
新
入
組
合
員
3
名
が

加
わ
っ
た
こ
と
で
、組
合
活
動
に

つ
い
て
の
理
解
と
積
極
的
な
参
画

意
識
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
の

勉
強
会
を
実
施
す
る
予
定
で
し

た
が
、感
染
症
の
影
響
に
よ
り
出

勤
制
限
な
ど
が
あ
り
、中
々
開
催

で
き
な
い
状
況
で
し
た
。し
か
し
、

9
月
30
日
の
緊
急
事
態
宣
言
解

除
を
受
け
、10
月
に
入
り
感
染
防

止
対
策
を
徹
底
し
た
う
え
で
対

面
に
て
開
催
し
ま
し
た
。組
合
活

動
の
説
明
以
外
に
も
、組
合
員
同

士
分
か
ら
な
い
こ
と
や
不
安
に

思
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
と
り
、実
り

あ
る
勉
強
会
と
な
り
ま
し
た
。

【
教
宣
部
長
　藤
本 

雄
大
】

西
鉄
労
組
家
族
会
で
は
、緊
急

事
態
宣
言
の
影
響
で
中
止
と
し

た「
ふ
れ
あ
い
交
流
会
in
か
し
い

か
え
ん
」の
代
替
企
画
と
し
て
、

「
か
し
い
か
え
ん
」の
フ
リ
ー
パ
ス

券
お
よ
び
入
園
券
の
購
入
補
助

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

12
月
末
で
閉
園
す
る「
か
し
い
か

え
ん
」の
最
後
を
是
非
ご
家
族
で

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。申
込
方
法

な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、分
会

長・出
向
班
長
に
お
尋
ね
い
た
だ

く
か
、イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の
西
鉄

労
組
掲
示
板
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
利
用
可
能
期
間
：

11
月
１
日（
月
）〜
11
月
30
日（
火
）

◆
個
人
負
担
額
：

入
園
券
５
０
０
円
、の
り
も
の

フ
リ
ー
パ
ス
券
１
，０
０
０
円

※
社
員
証
・
家
族
乗
車
証
で

入
園
は
無
料

◆
利
用
資
格
：
組
合
員
と
そ
の

家
族（
２
親
等
以
内
）

※
期
間
中
１
回
の
み
利
用
可

能
、入
園
券・フ
リ
ー
パ
ス
券

各
５
名
ま
で

◆
申
込
期
限
：

11
月
28
日
本
部
必
着

【
西
鉄
労
組
家
族
会
】

全国の私鉄組合員が、あなたがデザインした
ワッペンを着用するかも!?

◆22春闘ポスター
　 •「春闘、公共交通利用促進」を表現したもの
　 •サイズはＡ２縦（509.3mm×419mm）、

色彩は自由

◆22春闘ワッペン
　 •「春闘、公共交通利用促進」を内外にアピール、

図案化したもの
　 • サイズは丸型で直径８cm、

色彩は地の白色を含め３色まで
※条件を満たしていない作品は選考対象外となり
参加賞も対象外

メ
ラ
マ
ン
を
担
当
し
て
い
る「
く

さ
か
べ
の
ぼ
る
」氏
が
、「
ス
マ
ホ

で
大
丈
夫
！
教
宣
活
動
に
活
か

せ
る
写
真
の
撮
り
方
」と
い
う

テ
ー
マ
で
講
演
。３
分
割
さ
れ
た

グ
リ
ッ
ド
線
の
交
点
に
被
写
体

を
合
わ
せ
る
３
分
割
法
や
、プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
写
真
を
撮
影
す
る
ポ

イ
ン
ト
な
ど
を
解
説
し
た
。そ
の

後
、各
担
当
者
よ
り
、昨
年
度
の

教
宣
・
文
化
活
動
お
よ
び
今
年

度
の
重
点
課
題
に
つ
い
て
報
告

が
あ
っ
た
。各
単
組
、コ
ロ
ナ
禍
で

の
教
宣
活
動
に
苦
慮
し
な
が
ら

も
、新
し
い
取
り
組
み
を
実
施
す

る
な
ど
、参
考
に
な
る
事
例
が
数

多
く
報
告
さ
れ
、大
変
有
意
義

な
会
議
と
な
っ
た
。

【
教
育
宣
伝
部
】

10
月
21
日
、毎
日
駅
伝
大
会

を
２
週
間
後
に
控
え
て
い
る
陸

上
競
技
部
の
壮
行
会
を
、組
合

本
部
で
開
催
し
た
。陸
上
競
技

部
か
ら
、有
隅
監
督
、野
中
主

将
、篠
原
副
主
将
を
招
き
、分
会

長
や
出
向
班
長
ら
を
前
に
、大

会
に
向
け
た
決
意
を
語
っ
て
い

た
だ
き
、組
合
か
ら
は
激
励
の
気

持
ち
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン

ク
を
進
呈
し
た
。

毎
日
駅
伝
は
、２
０
２
２
年

元
旦
開
催
の
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅

伝
の
九
州
予
選
会
を
兼
ね
て
お

り
、実
業
団
上
位
８
チ
ー
ム
が

出
場
権
を
獲
得
す
る
。昨
年
、西

鉄
は
惜
し
く
も
４
秒
差
で
出
場

権
を
逃
し
て
お
り
、11
月
３
日
開

催
の
毎
日
駅
伝
は
、リ
ベ
ン
ジ
を

果
た
す
舞
台
と
な
る
。

有
隅
監
督
は
、「
こ
の
よ
う
な

機
会
を
作
っ
て
い
た
だ
き
感
謝

申
し
上
げ
る
。昨
年
の
悔
し
さ
を

胸
に
、懸
命
に
練
習
を
重
ね
て
き

た
。昨
年
よ
り
も
良
い
状
態
で
大

会
に
臨
め
る
」と
、自
信
に
満
ち

た
表
情
で
挨
拶
。参
加
者
か
ら
は

激
励
の
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

教
宣
部
で
は
、今
後
も
、同
じ

仲
間
の
組
合
員
で
あ
る
陸
上
競

技
部
の
活
動
を
積
極
的
に
伝
え

て
い
く
。

【
教
育
宣
伝
部
】

【
募
集
要
項
】

　私鉄総連は、22春闘で各職場に掲示する春闘ポスター
と、組合員が着用する春闘ワッペンのデザインを募集して
います。採用作品は、来年２月開催の総連第３回拡大中央
委員会で表彰されます。組合員の方なら、どなたでも応募
できるので、募集要項をご確認のうえ、組合本部（教育宣
伝部）まで、12月６日（月）必着でご応募ください。

今
年
こ
そ
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
へ
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